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石
川
氏
逮
捕
の
き
っ
か
け

は
、
資
金
管
理
団
体
が
04
年

10
月
に
４
億
円
相
当
の
不
動

産
取
得
を
し
な
が
ら
、帳
簿
へ

の
記
載
が
２
ケ
月
遅
れ
た
問

題
だ
。 

こ
れ
ら
に
つ
い
て
今
年
、小

沢
氏
が
関
わ
っ
た
証
拠
は
無

い
と
し
て
不
起
訴
が
決
定
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
今
年
、
４
月

27
日
、
市
民
団
体
の
申
立
て

に
よ
り
、検
察
審
査
会
が
起
訴

相
当
の
結
論
を
出
し
た
。 

 

大
久
保
秘
書
逮
捕
の
問
題

は
、西
松
建
設
か
ら
裏
金
を
受

け
取
っ
た
に
違
い
な
い
と
の

憶
測
だ
が
、１
年
以
上
に
わ
た

る
捜
査
で
も
そ
れ
ら
の
証
拠

は
上
が
ら
な
か
っ
た
。秘
書
逮

捕
事
件
は
、
政
治
団
体
名
の 

は
年
間
約
一
四
億
円
と
い
う
。 

、自
民
党
政
権
下
で
は
国
会
対

策
や
メ
デ
ィ
ア
対
策
の
た
め

に
幅
広
く
バ
ラ
ま
か
れ
て
い

た
と
の
噂
は
絶
え
な
い
。 

 

野
中
氏
は
、名
前
は
明
か
さ

な
か
っ
た
が
、
新
聞
の
論
説

員
、記
者
ク
ラ
ブ
の
記
者
た
ち 

   

相
当
数
の
者
に
配
っ
た
と
い

う
。
し
か
し
、
真
相
に
つ
い
て

は
、東
京
新
聞
以
外
の
大
手
メ

デ
ィ
ア
は
こ
れ
ま
で
沈
黙
し

た
ま
ま
だ
。 

 

こ
の
事
実
が
明
ら
か
に
さ

れ
れ
ば“
政
界
と
報
道
界
と
の

「
贈
収
賄
」
事
件
と
し
て
、
大 

氏
が
テ
レ
ビ
番
組
で
官
房
機

密
費
に
つ
い
て
暴
露
し
た
。 

官
房
長
官
時
代
、１
０
０
万

円
単
位
で
マ
ス
コ
ミ
記
者
や

評
論
家
、コ
メ
ン
テ
イ
タ
ー
等

に
官
房
機
密
費
を
配
っ
て
い

た
と
い
う
の
だ
。 

官
房
機
密
費
は
国
の
事
業

を
円
滑
に
遂
行
す
る
た
め
に

使
用
す
る
経
費
で
、領
収
書
等

残
す
必
要
は
な
く
、会
計
検
査

院
の
チ
ェ
ッ
ク
も
入
ら
な
い
。

実
質
、何
に
使
お
う
が
闇
に
隠

さ
れ
た
金
だ
。 

時
の
官
房
長
官
の
判
断
で

支
出
さ
れ
、こ
こ
数
年
の
規
模 

 

今
年
４
月

頃
、
元
官
房
長

官
、
野
中
広
務  

い
よ
い
よ
民
主
党
の
代
表
選
が
始
ま
っ
た
。
こ
の
選
挙
は
民
主
党

の
代
表
を
選
ぶ
も
の
だ
が
、
同
時
に
日
本
の
リ
ー
ダ
ー
＝
首
相
が

決
ま
る
も
の
と
な
る
。
昨
年
９
月
、
政
権
交
代
し
た
民
主
党
だ
が

菅
政
権
の
登
場
で
政
策
を
め
ぐ
る
深
刻
な
対
立
と
な
り
、
今
後
の

日
本
の
進
路
を
決
す
る
大
決
戦
と
な
っ
た
。 

疑
獄
事
件
”に
発
展
し
か
ね
な

い
。
連
日
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
に

登
場
し
て
何
食
わ
ぬ
顔
し
て

偉
そ
う
に
解
説
し
て
い
る
連

中
が
こ
っ
そ
り
官
房
機
密
費

を
受
け
取
っ
て
い
た
と
す
る

と
許
せ
る
も
の
で
は
な
い
。当

然
、不
労
所
得
と
し
て
の
税
金 

   

も
納
め
て
い
な
い
は
ず
だ
。 

 

本
来
、権
力
を
チ
ェ
ッ
ク
す

る
は
ず
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

が
、権
力
と
癒
着
し
て
官
房
費

を
受
け
取
っ
て
い
た
と
す
る

と
極
め
て
重
大
な
問
題
で
、全

て
の
報
道
関
係
者
は
率
先
し

て
事
実
の
解
明
に
当
た
る
べ 

 

 

    

る
。 

 

氏
が
逮
捕
さ
れ
た
。
６
月
29

日
、
大
阪
地
裁
で
被
告
の
最
終

弁
論
が
開
か
れ
、
弁
護
側
は
無

実
を
主
張
し
た
。 

▼
村
木
被
告
の
関
与
を
認
め
た

元
部
下
ら
の
供
述
調
書
の
大
半

が
証
拠
と
し
て
の
採
用
を
却
下

さ
れ
て
お
り
、
９
月
10
日
に
言

い
渡
さ
れ
る
村
木
被
告
の
判
決

は
無
罪
の
可
能
性
が
濃
厚
と
見

ら
れ
る
。 

▼
公
判
で
は
特
捜
部
の
捜
査
の

悪
質
さ
、
杜
撰
さ
が
次
々
と
明

ら
か
に
な
っ
た
。
な
か
で
も
、

特
捜
部
が
事
件
の
鍵
を
握
る
石

井
一
・
民
主
党
議
員
の
事
情
聴

取
を
せ
ず
に
村
木
元
局
長
を
起

訴
し
て
い
た
と
い
う
事
実
だ
。 

▼
検
察
側
の
ス
ト
ー
リ
ー
は
、

自
称
障
害
者
団
体
「
凛
の
会
」

元
会
長
が
、
石
井
議
員
に
厚
労

省
へ
の
働
き
か
け
を
依
頼
し

た
。
石
井
議
員
は
厚
労
省
の
担

当
部
長
に
電
話
し
、
部
長
が
村

木
課
長
に
便
宜
を
図
る
よ
う
指

示
た
と
い
う
も
の
。
当
然
、
石

井
議
員
へ
の
依
頼
の
有
無
が
重

要
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。 

▼
結
局
、
公
判
で
は
議
員
へ
の

依
頼
が
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か

り
、
検
察
側
主
張
は
ド
ミ
ノ
倒

し
で
崩
れ
去
っ
た
。
検
事
た
ち

は
事
件
の
真
相
追
求
よ
り
、
予

め
想
定
し
た
筋
書
き
に
合
う
調

書
を
取
る
事
だ
け
で
あ
っ
た
。 

▼
検
事
た
ち
は
逮
捕
の
脅
し
や

早
期
保
釈
の
利
益
誘
導
で
、
事

実
と
全
く
異
な
る
調
書
に
次
々

と
サ
イ
ン
さ
せ
た
。
ウ
ソ
も
上

塗
り
す
れ
ば
本
当
の
様
に
見
え

て
く
る
。
同
じ
よ
う
な
特
捜
部

の
捜
査
で
ど
れ
だ
け
多
く
の
人

が
冤
罪
の
被
害
を
受
け
て
き
た

こ
と
か
。
検
察
官
僚
の
体
質
は

既
に
ず
っ
と
前
か
ら
地
に
落
ち

て
い
る
。 ▼

障
害
者
団
体
対
象
の

郵
便
割
引
制
度
を
悪
用

し
た
「
凛
の
会
」
事
件
。

09
年
、
事
件
に
関
与
し

た
と
し
て
厚
労
省
の
女

性
キ
ャ
リ
ア
村
木
厚
子 

き
で
あ
る
。 

 

『
週
刊
金
曜
日
』
配
信
の
Ｗ

ｅ
ｂ
ニ
ュ
ー
ス
記
事
に
、Ｎ
Ｈ

Ｋ
「
日
曜
討
論
」
の
司
会
役
を

し
て
い
た
解
説
委
員
室
、影
山

日
出
夫
氏
が
８
月
12
日
、
局

内
で
自
殺
し
た
記
事
が
出
て

い
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
公
式
に
は
、

ノ
イ
ロ
ー
ゼ
に
よ
る
と
し
て

い
る
が
、局
内
の
ト
イ
レ
で
首

を
吊
っ
て
自
殺
し
た
の
だ
。 

そ
の
背
景
に
あ
る
も
の
は
何

か
。
職
員
の
間
で
は
、
彼
が
官

房
機
密
費
を
受
け
取
っ
て
い
た

の
で
は
な
い
か
、
と
噂
さ
れ
て

い
る
と
い
う
。
影
山
氏
の
「
日

曜
討
論
」
で
の
司
会
ぶ
り
が
、

２
年
前
頃
か
ら
自
民
党
側
に
酷

く
偏
っ
て
い
た
と
い
う
の
だ
。 
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Ｎ
Ｈ
Ｋ
解
説
委
員
の
自
殺
！ 

   

官
房
機
密
費
と
マ
ス
コ
ミの
腐
敗 
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受
け
取
っ
た
金
は
、局
上
層

部
に
〝
上
納
〟
し
て
い
た
ら

し
い
。と
こ
ろ
が
政
権
交
代
に

よ
り
真
相
の
発
覚
を
恐
れ
た

Ｎ
Ｈ
Ｋ
経
営
陣
が
、健
康
問
題

を
理
由
と
し
て
影
山
氏
に
退

職
を
迫
っ
て
い
た
の
で
は
と

言
う
。〝
最
後
の
抵
抗
〝
と
し

て
、彼
は
局
内
で
自
殺
を
図
っ

た
と
の
推
測
だ
。 

 

こ
の
と
こ
ろ
の
大
手
マ
ス

コ
ミ
の
偏
向
報
道
を
見
る
に

つ
け
、民
主
党
代
表
選
に
お
け

る
マ
ス
コ
ミ
の
な
り
ふ
り
構

わ
ぬ
、総
力
を
挙
げ
た
〝
小
沢

叩
き
〟
の
実
態
も
、小
沢
氏
に

出
て
き
て
も
ら
っ
て
は
困
る

と
い
う
サ
イ
ン
か
も
知
れ
な

い
。 

 

日本のリーダーに直結する民主党代表選 
菅 VS小沢、まともな政策はどっちだ？ 

主
張 

け
、
電
話
代
自
己
負
担 

◎
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
＝
理
美

容
院
に
行
け
な
い
高
齢
者
に

自
宅
訪
問
、
年
４
回
ま
で
、
代

金
自
己
負
担 

◎
短
期
生
活
援
助
＝
一
時
的

な
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
、
１
時
間

２
５
０
円
、
月
４
回
ま
で 

◎
自
立
者
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

＝
一
時
的
に
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
で
の
生
活
、
１
日
４
５

０
円
、
食
事
、
送
迎
代
（
片
道
）

１
８
４
０
円
自
己
負
担 

◎
家
庭
ゴ
ミ
回
収
＝
無
料 

◎
給
食
サ
ー
ビ
ス
＝
３
５
０

円
の
昼
食
を
自
宅
に
配
達
、
安

否
確
認
な
ど
だ
。 

し
か
し
、
交
通
機
関
の
不
便

な
居
住
地
の
人
か
ら
は
、
買
い

物
、
通
院
等
で
使
え
る
タ
ク
シ

ー
券
を
望
む
声
も
多
い
。 

ま
た
、
独
居
老
人
・
高
齢
者

世
帯
の
孤
立
化
を
防
ぐ
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
や
地
域
で
の
助
け

合
い
組
織
も
必
要
に
な
る
。 

地
域
住
民
の
横
の
つ
な
が

り
を
広
め
る
自
主
的
活
動
を

ど
の
よ
う
に
作
り
出
す
が
か

課
題
だ
。 

 

米
従
属
を
表
明
し
た
。 

 

小
沢
氏
は
、沖
縄
の
現
状
を

考
え
る
と
普
天
間
移
転
は
再 

転
し
、
官
僚
と
の
協
調
、
官

僚
主
導
の
政
策
推
進
に
戻
っ

て
い
る
。
小
沢
氏
は
官
僚
の

天
下
り
前
面
禁
止
、
元
の
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
に
戻
っ
た
「
政

治
主
導
」
の
確
立
を
訴
え
て

い
る
。 

総
合
的
に
考
え
る
と
、
菅

氏
の
政
策
は
自
民
党
時
代
に

戻
っ
た
姿
勢
が
目
立
ち
、
財

政
再
建
が
最
優
先
、
企
業
減

税
、
消
費
税
増
税
等
、
そ
れ

ら
は
新
自
由
主
義
路
線
に
近

い
も
の
と
い
え
る
。 

 

小
沢
氏
は
国
民
生
活
路
線

で
あ
り
、
現
下
の
不
況
、
デ

フ
レ
状
況
に
対
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
財
政
出
動
に
よ
る
、
国

内
需
要
の
掘
り
起
こ
し
や
雇

用
の
回
復
を
目
指
す
。
当
面
、

景
気
回
復
を
図
ら
な
い
と
財

政
の
建
て
直
し
に
は
手
が
つ

け
ら
れ
な
い
と
の
姿
勢
だ
。 

 

政
の
建
て
直
し
で
消
費
税
の

増
税
を
考
え
て
い
る
様
子
が

伺
え
る
。 

ま
た
、
企
業
の
国
際
競
争
力

を
つ
け
る
た
め
、
企
業
減
税
を

言
い
、
膨
ら
ん
だ
財
政
赤
字
の

解
消
を
急
が
な
け
れ
ば
ギ
リ

シ
ャ
の
二
の
舞
に
な
る
と
の

主
張
だ
。
そ
の
一
方
で
雇
用
の

拡
大
を
図
り
、
社
会
保
障
の
充

実
を
訴
え
て
い
る
。 

一
方
、
小
沢
氏
は
、
政
権
交

代
当
初
の
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の

原
点
に
戻
り
「
国
民
の
生
活
が

第
一
」
の
立
場
か
ら
、
子
供
手

当
て
や
農
家
の
所
得
保
障
継

続
を
訴
え
る
。
財
源
は
、
更
な

る
無
駄
を
省
き
、
今
ま
で
隠
さ

れ
て
い
た
特
別
会
計
を
徹
底

的
に
見
直
し
、
財
源
確
保
を
目

指
す
と
し
て
い
る
。 

官
僚
に
対
す
る
姿
勢
で
は
、

菅
氏
は
以
前
の
姿
勢
か
ら
一 

軽食＆喫茶（11:30～14:30） 
スナック（１8:00～23:00） 

レインボー 
三島田町駅前 

（昼）定食８００円、珈琲付き 
    レインボーカレー７００円 
焼きそば５００円 

トースト・サラダ・珈琲６００円 

電話：055-972-0005 

フリー・マーケット 
毎月 第１、第３土曜日 
１０：００～１５：００頃まで 
新鮮野菜、干物、 
衣類･･･ｅｔｃ 
低価格で提供、 
価格応談 
徳倉２丁目２－３０ 
連絡先：９８８－１６５１ 

上岩崎公園 
駐車場 

フリーマー 
ケット会場 

 

三
島
市
に
お
け
る 

高
齢
者
世
帯
の
生
活
支
援
は
？ 

！ 

 

こ
れ
は
小
沢
氏
に
突
き
つ

け
ら
れ
た
大
き
な
問
題
で
あ

る
が
、そ
の
中
身
が
何
で
あ
る

か
は
詳
し
く
報
道
さ
れ
ず
、
〝

小
沢
は
ダ
ー
テ
ィ
ー
で
金
に

汚
い
〟
と
い
う
印
象
だ
け
が

報
道
さ
れ
て
い
る
。 

 

小
沢
氏
に
ま
つ
わ
る
疑
惑

は
、
昨
年
３
月
、
大
久
保
秘
書

が
政
治
献
金
を
受
け
た
団
体

名
を
正
し
く
記
載
し
報
告
し

た
の
に
「
虚
偽
記
載
」
と
し
て

逮
捕
さ
れ
た
こ
と
。
ま
た
、
今

年
１
月
15
日
、
元
秘
書
で
石

川
知
裕
衆
院
議
員
が
政
治
資

金
収
支
報
告
書
へ
の
記
載
漏

で
逮
捕
さ
れ
た
こ
と
だ
。 

 

も
と
も
と
民
主
党
は
政
策
や
手

法
の
異
な
る
政
治
家
が
離
合
集
散

を
繰
り
返
し
成
り
立
っ
て
い
る
雑

米
姿
勢
、
経
済
対
策
、
財
源
問
題
、

対
官
僚
姿
勢
な
ど
だ
。
対
米
姿
勢
で

は
、
菅
氏
は
首
相
就
任
早
々
、
普
天

間
基
地
問
題
で
、
自
民
党
時
代
の「
日

米
合
意
」
受
け
入
れ
に
同
意
し
、
対 

多
な
組
織
で
、
理
念
や
方

針
が
統
一
さ
れ
て
い
る

訳
で
は
な
い
。
と
は
い

え
、
今
回
の
代
表
選
を
め

ぐ
る
闘
い
で
は
、
菅
首

相
、
小
沢
元
幹
事
長
、
ど

ち
ら
が
ま
と
も
な
政
策

を
掲
げ
て
い
る
か
が
注

目
さ
れ
る
。 

主
な
政
策
課
題
は
、
対 

ピアノ、ソルフェージュ 
訪問レッスンいたします。 
TEL 055-977-5362 気軽に連絡してください 
                   角田洋子 

検
討
の
必
要
が
あ
る
と
の
姿

勢
で
「
日
米
対
等
」
の
立
場
を

主
張
。 

 

経
済
政
策
で
は
、
菅
氏
が
財

政
再
建
に
力
点
が
置
か
れ
、
財 

「
誤
記
載
」
や
帳
簿
へ
の
「
記

載
遅
れ
」
で
、
本
来
逮
捕
起
訴

す
る
ま
で
も
な
い
も
の
だ
。 

ま
た
、検
察
審
査
会
に
申
立

て
た
市
民
団
体
と
は「
在
日
外

国
人
の
特
権
を
許
さ
な
い
会

（
在
特
会
）
」
と
い
わ
れ
る
右

翼
暴
力
団
の
代
表
で
、
そ
の

後
、
幹
部
４
人
が
「
朝
鮮
学
校

襲
撃
」
で
逮
捕
さ
れ
て
い
る
。 

本
来
、
検
察
審
査
会
へ
の

「
審
査
申
し
込
み
」
は
告
訴
・

告
発
人
の
資
格
で
出
来
る
も

の
で
、
資
格
の
無
い
「
市
民
団

体
」
に
対
し
「
検
察
審
査
会
」

事
務
局
が
拡
大
解
釈
し
た
た

め
受
理
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

こ
れ
ら
の
事
実
関
係
は
、大

手
マ
ス
コ
ミ
に
は
全
く
報
道

さ
れ
て
い
な
い
。 

住宅リフォーム、塗装、屋根工事 
有限会社ニッセイ住建 
会社代表  李 正浩 
〒411-0020 三島市旭ヶ丘１１－１８ 
Tel＆Fax：055-973-7440 
携   帯：090-6072-7811 
低価格、丁寧な説明、信頼できる仕事内容、  
納得できるアフターケア。 

「政
治
と
金
」の
問
題 

 

代表選に向け握手する菅・小沢氏 

 

先
日
、
75
歳
を
超
え
る
と

思
わ
れ
る
老
婆
が
、右
手
に
大

き
な
買
い
物
袋
を
抱
え
、杖
を

つ
き
な
が
ら
歩
い
て
い
た
。足

が
痛
む
の
か
、少
し
歩
い
て
は

休
み
、少
し
歩
い
て
は
休
み
し

て
、
家
路
を
急
い
で
い
た
。 

今
、三
島
市
郊
外
の
団
地
は

急
速
に
高
齢
化
し
て
い
る
。開

発
さ
れ
、
築
30
年
前
後
の
団

地
で
は
、子
供
が
自
立
し
出
て

行
っ
た
後
、老
夫
婦
が
取
り
残

さ
れ
て
い
る
世
帯
が
増
え
て

い
る
。身
近
に
あ
っ
た
小
売
店

は
消
え
、
食
料
や
、
日
常
品
の

買
い
物
一
つ
も
、街
の
中
や
遠

く
の
ス
ー
パ
ー
に
出
か
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

い
よ
い
よ
動
け
な
く
な
れ

ば
介
護
保
険
の
お
世
話
に
な

る
こ
と
も
出
来
る
が
、ま
だ
そ

こ
ま
で
は
行
か
な
い
が
、店
は

遠
く
て
、
車
も
無
い
し
、
バ
ス

も
通
ら
な
い
地
に
住
む
高
齢

者
に
と
っ
て
は
孤
島
に
暮
ら

し
て
い
る
の
も
同
然
と
な
る
。 

 

 

現
在
、三
島
市
で
実
施
し
て

い
る
高
齢
者
へ
の
支
事
業
は
、 

☆
高
齢
者
バ
ス
利
用
助
成
＝

70
歳
以
上
の
人
で
、
市
内
を

運
行
す
る
全
て
の
路
線
バ
ス

で
使
用
で
き
る 

１
０
０
円
分

の
バ
ス
助
成
券
を
30
枚
配
布 

☆
寝
具
類
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

費
用
助
成
＝
75
歳
以
上
の
高

齢
者
世
帯
で
要
介
護
３
以
上

年
２
回
、
４
５
０
０
円
上
限
、

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
費
用
の
９
割

助
成 

☆
介
護
認
定
を
受
け
た
単
身

高
齢
者
で
安
否
確
認
を
伴
う

図
書
館
図
書
の
借
用
・
返
却
の

代
行
、
廃
棄
図
書
回
収 
☆
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

で
の
生
活
相
談
事
業
な
ど
が

あ
る
。 

介
護
保
険
外
の
高
齢
者
福

祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
と
し
て
、 

◎
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
＝
電

話
機
と
連
動
し
た
ボ
タ
ン
を

押
す
と
消
防
署
に
通
報
で
き

る
、
高
齢
者
非
課
税
世
帯
だ 
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イ
ギ
リ
ス
で
は
十
六
歳
以
下

の
携
帯
電
話
の
使
用
を
控
え

る
よ
う
に
指
導
し
て
い
ま
す
。 

な
ん
と
か
電
磁
波
の
害
を

減
ら
せ
な
い
も
の
か
と
考

え
、
長
電
話
に
な
り
そ
う
な

時
に
イ
ヤ
ホ
ン
マ
イ
ク
を
使

っ
て
み
っ
て
み
た
と
こ
ろ
、
通

話
後
の
頭
痛
が
な
く
な
り
ま

し
た
。
（
イ
ヤ
ホ
ン
マ
イ
ク
に

つ
い
て
は
、
電
磁
波
の
影
響
の

軽
減
に
有
効
だ
と
い
う
意
見 

 

て
、
介
護
、
医
療
、
農
林
、
環

境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
、情
報
通
信
、

観
光
、地
域
社
会
雇
用
等
の
分

野
に
お
け
る
新
た
な
雇
用
機

会
の
創
出
、地
域
ニ
ー
ズ
に
応

じ
た
人
材
育
成
を
推
進
す
る

と
し
て
い
る
。 

と
り
わ
け「
地
域
社
会
雇
用

創
造
事
業
の
創
設
」
で
は
、

(ｱ)
社
会
起
業
イ
ン
キ
ュ
ベ

ー
シ
ョ
ン
事
業
(ｲ)
社
会
的

企
業
人
材
創
出・
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
事
業
を
上
げ
、
社
会 

 
当
時
、
イ
ギ
リ
ス
に
隷
属

す
る
植
民
地
だ
っ
た
ビ
ル

マ
は
、
面
積
は
六
十
七
万
平

方
キ
ロ
で
、
現
在
の
日
本
の

二
倍
近
く
あ
り
な
が
ら
、
人

口
は
三
分
の
一
で
原
野
が

多
く
、
な
に
や
ら
、
寂
し
い

国
で
あ
り
ま
し
た
。 

 

昭
和
十
七
年
六
月
、
三
島

の
中
部
第
十
部
隊
か
ら
転

属
に
な
り
、
十
名
の
仲
間
と

野
戦
重
砲
兵
第
三
連
隊
の

第
二
大
隊
を
追
及
し
て
、
ビ

ル
マ
北
部
の
高
原
都
市
ラ

ジ
オ
ま
で
き
た
わ
た
し
は
、

出
迎
え
の
古
兵
た
ち
の
操

並
べ
な
が
ら
、
岸
辺
の
台
地

に
駐
屯
し
て
お
り
ま
し
た
。 

初
期
ビ
ル
マ
作
戦
を
終
え

て
国
境
の
北
に
駐
留
す
る
、

こ
う
し
た
野
戦
部
隊
の
兵

舎
は
わ
び
し
い
掘
建
て
小

屋
で
、
一
つ
星
の
新
兵
の
二

人
は
、
以
来
、
こ
の
仮
住
ま

い
を
起
点
と
し
て
、
百
四
十

名
の
歴
戦
の
古
兵
だ
ち
と
、

ビ
ル
マ
と
テ
ィ
モ
ー
ル
島

で
、
寝
食
を
共
に
す
る
こ
と

に
な
る
の
で
し
た
。 

 

昭
和
十
七
年
七
月
、
撤
退

の
命
令
が
き
て
、
第
二
大
隊

の
五
個
中
隊
七
百
名
は
、
こ

の
北
方
最
前
線
の
中
国
領

拉
孟
か
ら
、
車
輛
と
火
砲
を

連
ね
て
、
不
自
由
な
野
宿
を

重
ね
な
が
ら
四
百
キ
ロ
の

公
路
を
走
り
、
ビ
ル
マ
中
部 

あ
る
野
戦
重
砲
兵
の
物
語
（
13
） 

       
      

秋 

元 

実 

 
 

│ 

八 

月 

が 

逝 

く 

│ 
 

あ
や
ま
た
ず
歴
史
は
糾
せ
よ
朝
鮮
の"

併
合" "

改 

名"

こ
の
く
に
の
年
図 

 

地
平
線
の
向
う
に
見
え
き
し
核
廃
絶
風
よ
し
ず
か 

に
こ
の
夏
を
吹
け 

 

漂
う
て
し
づ
も
る
近
江
に
還
り
し
か
八
月
の
真
夜 

河
野
さ
ん
逝
く 

              
 

け
ぶ
る
ご
と
き
乳
房
よ
と
詠
う
も
あ
り
体
に
持
つ 

水
の
器
つ
ね
に
満
ち
て 

― 

河
野
裕
子
さ
ん
＝
「
た
っ
ぷ
り
と
真
水
を
抱
き
て 

し
づ
も
れ
る
昏
き
器
を
近
江
と
い
え
り
」
な
ど
、 

み
ず
み
ず
し
い
感
性
で
詠
っ
た
詩
人
で
す
。
― 

                

浅
野
和
子 

 

efefefefefefegef efefefefefefegef 

の
高
原
都
市
メ
イ
ミ
ョ
ウ

に
帰
還
し
た
の
で
す
。 

 

野
戦
に
動
員
さ
れ
た
軍

隊
は
、
一
発
も
撃
つ
こ
と
な

く
、
何
日
も
行
軍
や
移
動
を

続
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

わ
た
し
は
、
ビ
ル
マ
で
も
雲

南
で
も
、
そ
し
て
テ
ィ
モ
ー

ル
島
を
含
む
小
ス
ン
ダ
列

島
で
も
、
何
百
キ
ロ
に
及
ぶ

長
距
離
の
旅
を
、
何
度
か
経

験
し
ま
し
た
。 

 

こ
れ
も
、
異
郷
の
戦
争
で

あ
り
、
若
い
兵
隊
の
わ
た
し

は
、
そ
の
旅
で
、
各
種
に
異

邦
人
に
出
会
い
、
珍
し
い
外

国
の
風
物
を
見
て
、
年
老
い

て
も
忘
れ
ぬ
、
た
く
さ
ん
の

経
験
と
感
動
を
、
与
え
ら
れ

た
の
で
あ
り
ま
し
た
。 

つ
づ
く
） 

efefefefefefegef efefefefefefegef 

縦
す
る
ト
ラ
ッ
ク
で
、
そ
の

広
漢
の
高
原
を
ひ
た
走
り
、

四
日
か
か
て
、
目
指
す
部
隊

の
い
る
中
国
雲
南
省
拉
孟

（
ラ
モ
ー
）
の
村
落
に
到
着

し
た
の
で
す
が
、
そ
の
周
辺

に
は
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
続
く
険

し
い
山
々
が
連
な
り
、
ま
さ

に
「
地
の
果
て
」
と
い
う
感

じ
の
、
荒
涼
た
る
辺
境
で
あ

り
ま
し
た
。 
わ
た
し
と
渡

辺
の
配
属
さ
れ
た
第
六
中

隊
は
、
中
国
名
で
「
怒
江
」

と
呼
ば
れ
る
サ
ル
ウ
イ
ン

河
の
対
岸
の
中
国
軍
と
向

か
い
会
い
、
十
五
榴
四
門
を 

 

的
な
事
業
と
雇
用
を
創
造
す

る
と
い
う
。 

 

具
体
的
に
は
、内
閣
府
よ
り

公
募
（
平
成
22
年
２
月
１
日

～
２
月
19
日
）
を
行
い
、
外

部
有
識
者
で
構
成
し
た
選

定
・
評
価
委
員
会
に
お
い
て
、

最
終
的
に
全
国
12
の
事
業

主
体（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
民
間
事
業

者
、
地
方
自
治
体
、
複
数
事
業

者
）
が
採
択
さ
れ
、
事
業
主
体

に
、
平
成
23
年
度
ま
で
の
２

年
間
に
、
総
額
70
億
円
を
助

成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

 
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
グ
ラ
ン
ド
ワ
ー
ク

三
島
」
は
全
国
12
の
事
業
体

の
一
つ
に
選
ば
れ
、
10
億
円

の
補
助
金
を
受
け
る
こ
と
に

な
っ
た
。 

同
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

は「
グ
ラ
ウ
ン
ド
ワ
ー
ク
三
島

は
、
市
民
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
行
政
・

企
業
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
に
よ
る
多
様
な
環
境
ま
ち

づ
く
り
活
動
を
通
じ
て
、実
践

的
な
環
境
教
育
、
環
境
再
生
、

地
域
再
生
、
農
業
再
生
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
の

現
場
モ
デ
ル
を
創
り
あ
げ
て

き
た
。
今
回
、
こ
れ
ら
の
現
場 

 

Ⅱ
期
１
２
月
～
２
月
ま
で
が

８
０
０
人
、計
１
２
０
０
人
の

予
定
。Ⅱ
期
募
集
締
め
切
り
は

11 

月
15 

日
ま
で
。 

 

応
募
資
格
は
、
環
境
、
ま

ち
づ
く
り
、
農
山
村
振
興
、

中
間
支
援
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
分

野
で
、
大
学
生
、
未
就
業
者
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
関
係
者
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド

を
生
か
し
て
、
小
さ
な
ビ
ジ

ネ
ス
を
起
こ
し
た
い
者
等
。 

グ
ラ
ン
ド
ワ
ー
ク
三
島
は

「
右
手
に
ス
コ
ッ
プ
、
左
手

に
缶
ビ
ー
ル
」
を
合
言
葉
に
、

20
年
間
、
地
域
で
地
道
な
活

動
を
積
み
重
ね
て
き
た
。
政

府
は
「
無
駄
な
公
共
事
業
」

を
排
し
、
未
来
に
向
け
た
新

た
な
起
業
家
育
成
の
た
め
の

助
成
事
業
と
い
う
。
し
か
し
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
限
ら
ず
全
国
に
は

環
境
保
全
や
荒
れ
た
森
林
の

間
伐
作
業
に
取
り
組
む
小
団

体
も
多
い
。
募
集
の
仕
方
、

助
成
金
の
ば
ら
撒
き
方
に
不

公
平
感
は
否
め
な
い
。 

 

efefefefefefegef efefefefefefegef 

う
に
な
っ
て
今
年
で
３
回
目
。

戦
争
を
体
験
し
て
い
な
い
私

が
子
供
た
ち
に
戦
争
の
悲
惨

さ
を
伝
え
る
に
は
、
限
界
か
お

る
。
戦
争
反
対
！
と
い
う
言
葉

の
説
得
力
に
も
欠
け
る
気
が

す
る
。
こ
の
戦
争
展
は
、
そ
ん

な
私
の
代
わ
り
に
、
生
の
戦
争

と
い
う
も
の
を
子
供
た
ち
に

教
え
て
く
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
私

に
も
。 

 

中
学
生
に
な
っ
た
息
子
は
、

こ
の
戦
争
展
を
見
て
、
夏
休
み

の
作
文
の
テ
ー
マ
を
日
韓
併 
 

合
に
し
た
。 

そ
し
て
最
初
は
怖
が
っ
て
、
私

に
し
が
み
つ
い
て
離
れ
な
か
っ

た
娘
も
５
年
生
に
な
り
、
戦
争

や
平
和
に
つ
い
て
彼
女
な
り
に

真
剣
に
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
今
回
は
そ
の
娘
が
書
い

た
感
想
を
紹
介
し
た
い
。 

    

わ
た
し
は
戦
争
を
や
め
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら

ば
、
家
族
が
な
く
な
る
と
、
な

く
な
っ
た
子
の
家
族
が
悲
し
む

か
ら
で
す
。 

 

戦
争
展
に
は
、
戦
争
の
本
や

絵
本
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た 

『
お
り
づ
る
の
旅
』
は
、
悲
し

い
人
や
つ
ら
い
人
の
気
持
ち

が
よ
く
わ
か
る
本
で
し
た
。

『
は
だ
し
の
ゲ
ン
』
は
、
あ
ま

り
見
た
く
な
い
絵
や
つ
ら
い

絵
な
ど
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
か

わ
い
そ
う
な
子
の
気
持
ち
を

考
え
て
、
が
ん
ば
っ
て
読
み
ま

   

し
た
。
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

 

今
、
「
日
本
を
海
外
で
戦
争

が
で
き
る
国
に
し
よ
う
」
と
い

う
動
き
が
強
ま
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
て
い
ま
す
。
人
人
の
人

で
、
そ
う
思
う
人
が
い
る
か
も

し
れ
な
い
け
れ
ど
、
そ
れ
は
間

 

違
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
原

ば
く
や
戦
争
は
、
も
う
起
こ
っ

て
ほ
し
く
な
い
人
が
人
ぜ
い

い
ま
す
。
わ
た
し
も
、
そ
の
人

た
ち
の
万
人
。
原
爆
が
落
と
さ

れ
た
県
に
生
ま
れ
て
い
な
い

け
れ
ど
、
ひ
ば
く
し
ゃ
の
人
た

ち
が
か
わ
い
そ
う
だ
と
思
う

か
ら
で
す
。
子
ど
も
・
友
達
・

お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
・
お
じ

い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を

な
く
し
た
人
が
大
ぜ
い
い
る

か
ら
、
「
日
本
を
海
外
で
戦
争

で
き
る
国
に
し
よ
う
」
と
い
う

考
え
は
、
絶
対
し
て
は
い
け
な

い
と
思
い
ま
す
。
国
の
人
た
ち

に
、
も
う
一
度
こ
の
こ
と
を
見

直
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

 

 

 

「
平
和
の
た

め
の
戦
争
展
」

に
子
供
た
ち
を

連
れ
て
行
く
よ 

 

今
年
も
「平
和
・の
た
め
の戦
争
展
」へ 
                                           

子
育
て
主
婦 

 

昨
年
12
月
、
民
主
党
政
権

は
、
厳
し
い
経
済
・
雇
用
、

景
気
回
復
め
ざ
す
一
環
と
し

て
、
地
方
の
活
力
の
回
復
、

環
境
を
中
心
と
し
た
未
来
に

向
け
た
政
策
の
実
現
に
取
り

組
む
た
め「
明
日
の
安
心
と
成

長
の
た
め
の
緊
急
経
済
対
策
」

を
取
り
ま
と
め
た
。 

そ
の
中
で
、
雇
用
に
つ
い 

で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
が

あ
り
ま
す
。 

私
の
家
に
は
固
定
電
話
が

無
く
、
携
帯
電
話
だ
け
を
使
っ

て
い
ま
す
。
た
ま
に
長
電
話
に

な
っ
て
し
ま
い
、
三
十
分
以
上 

 

モ
デ
ル
を
全
国
へ
普
及
、
発
展

さ
せ
る
た
め
に
、
内
閣
府
に
よ

る
地
域
社
会
雇
用
創
造
事
業

の
一
環
と
し
て
こ
の
事
業
を

行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
」
と
の

説
明
だ
。 

具
体
的
に
は
、
全
国
か
ら
研

修
生
を
募
集
し
、
三
島
現
地
で

グ
ラ
ン
ド
ワ
ー
ク
三
島
が
手

が
け
た
事
業
等
を
５
日
間
集

合
研
修
す
る
。
そ
の
後
、
そ
れ

ぞ
れ
地
域
の
団
体
等
で
５
日

間
実
務
研
修
を
行
う
。
研
修
生

は
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
レ
ポ

ー
ト
を
作
成
し
、
地
域
で
起
業

家
を
目
指
す
と
い
う
も
の
。 

優
秀
な
プ
ラ
ン
に
は
起
業

支
援
金
が
支
給
さ
れ
る
。
専
門

家
に
よ
る
個
別
指
導
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
Ｑ
＆

Ａ
等
、
サ
ポ
ー
ト
体
制
が
用
意

さ
れ
て
い
る
と
い
う
。 
一
定
の
基
準
を
満
た
し
た

研
修
生
に
は
、「
活
動
支
援
金
」

14
万
円
が
支
給
さ
れ
、
実
地

研
修
を
受
け
入
れ
る
団
体
に

は
、「
研
修
生
受
入
金
」
4
万

円
が
提
供
さ
れ
る
。 
 

受
入
研
修
生
は
１
０
月
ま

で
の
第
Ⅰ
期
が
４
０
０
人
。
第 

 

一
覧
表
が
あ
り
ま
す
。（
Ｓ
Ａ

Ｒ
値
：
生
体
組
織
が
一
定
時

間
、
一
定
質
量
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

吸
収
し
た
値
の
こ
と
。
人
体

が
、
一
定
時
間
に
ど
の
く
ら
い

電
磁
波
を
受
け
た
の
か
が
わ

か
る
。
）
携
帯
電
話
の
機
能
や

デ
ザ
イ
ン
だ
け
で
な
く
、
電

磁
波
の
少
な
い
も
の
を
選
ぶ

と
い
う 

人
が
増
え
れ
ば
、

携
帯
電
話
会
社
も
電
磁
波
の 

少
な
い
も
の
を
た
く
さ
ん
作

っ
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
や
ド
イ
ツ
の
電

磁
波
の
制
限
値
は
、
日
本
の

１
／
２
以
下
に
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
だ
け
消
費
者
の
関

心
が
高
い
と
い
う
こ
と
で

す
。 

《
参
考
》 

荻
野
晃
也
著
「
あ
な
た
を
脅
か
す
電
磁
波
」 

 

ら
離
す
と
い
い
そ
う
で
す
。

携
帯
電
話
を
目
覚
ま
し
代
わ

り
に
使
っ
て
い
る
方
も
、
頭

の
近
く
に
は
置
か
な
い
で
、
離

れ
た
所
に
置
い
た
ほ
う
が
良

い
で
し
ょ
う
。 

新
し
く
携
帯
電
話
を
買
う

と
き
に
は
、
電
磁
波
強
度
の
少

な
い
も
の
を
選
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
。
「
ケ
ー
タ
イ
電
磁
波

レ
ポ
ー
ト
」
と
い
う
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
機
種
別
の
Ｓ
Ａ
Ｒ
値 

 

話
す
と
、
通
話
後
に
、
耳
の
辺

り
に
違
和
感
を
感
じ
る
の
で

す
。
耳
の
痛
み
と
、
少
し
の
頭

痛
。
そ
の
時
、
携
帯
電
話
は
か

な
り
熱
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
熱
が
脳
を
温
め
て
い
る
の

か
と
思
う
と
ゾ
ッ
と
し
ま
す
。 

最
近
は
子
供
も
携
帯
電
話
を

持
っ
て
い
ま
す
が
、
子
供
の
脳

は
小
さ
く
骨
も
柔
ら
か
い
た

め
、
大
人
よ
り
も
電
磁
波
の
影

響
を
受
け
や
す
い
の
で
す
。 

と
、
イ
ヤ
ホ
ン
の
コ
ー
ド
が
ア

ン
テ
ナ
の
役
割
を
し
て
し
ま

う
た
め
、
電
磁
波
強
度
が
強
く

な
る
と
い
う
意
見
が
あ
り
ま

す
。
）
ハ
ン
ズ
フ
リ
ー
機
能
が

あ
る
携
帯
電
話
の
場
合
は
、
携

帯
を
離
し
て
通
話
す
る
と
良

い
で
し
ょ
う
。
携
帯
電
話
で
長

電
話
し
な
い
と
い
う
事
が
一

番
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
。 

長
電
話
を
し
な
い
方
も
、

発
着
信
時
に
一
番
強
い
電
磁 

 

前
回
取
り
上
げ
た
電
子
レ

ン
ジ
と
共
に
、
電
磁
波
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
強
い
も
の
が
携
帯
電

話
で
す
。
電
磁
波
に
は
い
ろ
い

ろ
な
種
類
が
あ
り
ま
す
が
、
電

子
レ
ン
ジ
と
携
帯
電
話
は
同

じ
マ
イ
ク
ロ
波
を
使
用
し
て

い
ま
す
。 

そ
の
た
め
、
本
体
を
頭
に
近

づ
け
て
使
用
す
る
携
帯
電
話

は
、
脳
や
眼
を
電
子
レ
ン
ジ
で

加
熱
す
る
よ
う
な
も
の
だ
と

原
発
は
い
ら
な
い
⑳ 

わ
た
し
た
ち
の
生
活
と
電
磁
波 

    

（携
帯
電
話
編
）     

 

み
し
ま
原
発
を
学
ぶ
会 

efefefefefefegef efefefefefefegef 

内閣府「地域社会雇用創造事業」 
グランドワーク三島に１０億円の助成 

い
う
意
見
や
、

脳
腫
瘍
や
白

血
病
に
な
り

易
く
な
る
の 

 

波
が
出
る
の

で
、そ
の
時
だ

け
で
も
携
帯

電
話
を
体
か

efefefefefefegef efefefefefefegef 

伊豆市民劇場 第３２４回例会 

民芸公演林の中のナポリ 
日時：2010 年 ９月２３日（木） 
会場：三島市民文化会館 
 
  作／山田太一 
演 出／丹野郁弓 
出 演／樫山文枝 
    伊藤孝雄 
    日色ともゑ 
 はじまりは雪の夜、冬のペンションを一人の老婦人が 
訪れます。誰にでも訪れる老い一静かだが終わりではな 
い“人生の冬”の物語。温かな山田太一の世界を丹野演 
出がさわやかに描きます。 
【会費】入会金 2000円、月会費3000 円 
【問合せ】三島市大宮町1-4-30欅ビル101 
【電話】975-5455 【FAX】981-3422 

 三島児童文学を語る会 ３７３回 

９月例会のお知らせ 
日時： ９月２５日（土） 
１３時３０分～１６時３０分 
場所：本町タワー４F 第３会議室 
テキスト：松谷みよ子著 
「屋根裏部屋の秘密」 

日本の加害「七三一部隊」のことを書かれたこの本について、８月
２３日（月）１３時２５分から約１０分ラジオ FM(ボイス・キュウ)にて、混
声合唱「悪魔の飽食」を歌った会員の良知勝平さんが紹介してくださ
いました。９月例会でそのときの録音を聞きます。 
      今こそ「読み聞かせ」が大事！ 
事務局 小嶋利信 堀川尚子 山口当子 
連絡先 三島市中央町８－８ 

TEL 971-3348(山口) 

 みしま・源氏物語を読む会 
と  き： 毎月第１・３月曜日（月２回）  
午前 10 時 15分～１１時 45分       
 ところ： 三島商工会議所・会議室 
 内 容：『源氏物語』 使用テキスト・角川文庫    
 会 費： 月 2000円 （テキスト・資料代･講師料等含む）

＊使用テキスト等は会で用意します。 

問い合わせ： 『源氏物語を読む会』 055－972-4953  

的
企
業
の
起
業
支
援
お
よ
び
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
は
じ

め
と
す
る
研
修
等
を
通
じ
、人

材
を
速
や
か
に
発
掘
・
養
成

し
、地
域
社
会
に
お
け
る
様
々 

 

日大三島校舎での説明会 

「飯塚事件を考える ～ ＤＮＡ冤罪？
もう一つの足利事件徳田弁護士講演会」
日時 ２０１０年９月１１日（土） 18：30～20：30 
場所 沼津労政会館 第 1会議室 沼津市高島本町1-3 
ＪＲ沼津駅徒歩 10分（東部総合庁舎北側）
参加費：500 円 主催：アムネスティ静岡グループ 
お問合せ さかもと 
 ＴＥＬ．0547-59-4810（17：30～22：30） 
Ｅｍａｉｌ：kv7h-skmt@asahi -net.or.jp  

まき 携帯電話 090-7039-4505 

―政府・電力会社の
「必要論」を切る―
講演：「プルサーマルは、 
なぜやってはいけないのか」 

講師：岩井孝さん  
日本原子力研究開発機構労働組合 

 中央執行委員長 
日時：９月１１日（土）14 時～16 時 200 円 

場所：清水町地域交流センター 2F 
主催：浜岡原発の危険に反対する東静の会準備会 
（三島共立病院 西山さん・小高さん 973-0882） 

た
だ 


